
        
兵庫県の将来人口・世帯数の推計及び県営住宅ストックの年代別状況   

１ 兵庫県の将来人口・世帯数の推計  
○ 県内の人口は平成 21（2009）年の 5,535 千人をピークに減少し続けており、令和２（2020）年

は 5,443 千人、令和 32（2050）年には 4,231 千人となる見込み（2020 年比▲1,212 千人、78％）。  
○ 県内の世帯数は令和２（2020）年が 2,324 千世帯で、今後ピークを迎え減少に転じ、令和 32

（2050）年には 1,969 千世帯となる見込み（2020 年比▲355 千世帯、85％）。    
■ 人口、世帯数の推移（兵庫県全体） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 県営住宅ストックの年代別状況  

○ 法定建替要件（法定耐用年限の 1/2 以上が経過）を満たす住宅は、令和２（2020）年度現在で約
27,000 戸（全ストックの約 54％）である。 

これらの多くは、老朽化が進んでおり令和 32（2050）年度までには、建替え又は用途廃止など
の対応が必要である。  

■ 年度別 県営住宅整備戸数（竣工年度ベース）（R2<2020>.4.1 現在） 
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高度成長期の大量建設 阪神・淡路大震災の対応 

令和２年度現在築 35 年以上 
（法定耐用年限の 1/2 以上が経過） 

約 27,000 戸 

資料：兵庫県将来推計人口、兵庫県将来推計世帯数（令和２年８月：県ビジョン課作成）を基に作成 


